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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 6月 13日 (2007.6.13)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 コ ネ ク タ 部 １ ０ は 円 筒 状 の コ ネ ク タ ハ ウ ジ ン グ ５ ０ に 嵌 め ら れ て い る 。 コ ネ ク タ ハ ウ ジ
ン グ ５ ０ は コ ネ ク タ 部 １ ０ 、 絶 縁 ス リ ー ブ ６ ０ 、 お よ び か し め 金 具 ７ ０ の 円 筒 部 ７ １ を 覆
う こ と が で き る だ け の 長 さ を 有 し て い る 。 コ ネ ク タ ハ ウ ジ ン グ ５ ０ の 後 端 外 周 は 、 ブ ッ シ
ュ ４ ０ の 前 端 内 周 に 嵌 ま る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 上 記 ブ ッ シ ュ ４ ０ は 、 マ イ ク ロ ホ ン ケ
ー ブ ル の 外 径 よ り わ ず か に 大 き な 内 径 を 持 つ テ ー パ ー 状 の 根 元 部 と 、 か し め 金 具 ７
０ を 覆 う こ と が で き 根 元 部 よ り も 大 径 の カ バ ー 部 を 有 し て な る 。 上 記 根 元 部

に 形 成 さ れ て い る 中 心 孔 に 上 記 マ イ ク ロ ホ ン ケ ー ブ ル が 挿 通 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 に か か る マ イ ク ロ ホ ン コ ネ ク タ の 実 施 例 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説
明 す る 。 な お 、 図 示 の 本 発 明 の 実 施 例 に お い て 、 図 に 示 す 一 般 的 構 成 例 と 同 じ 構
成 部 分 に は 共 通 の 符 号 を 付 し て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ に お い て 、 レ セ プ タ ク ル ３ ０ は 、 金 属 か ら な る 円 筒 状 の 部 材 で 、 一 端 部 （ 図 に お
い て 左 端 部 ） 外 周 に フ ラ ン ジ ３ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 レ セ プ タ ク ル ３ ０ は 例 え ば パ ワ ー モ
ジ ュ ー ル 部 な ど の 筐 体 ３ ８ に 形 成 さ れ た 孔 に 筐 体 ３ ８ の 外 側 か ら 挿 入 さ れ 、 適 宜 の 手 段 に
よ っ て 、 例 え ば 、 筐 体 ３ ８ の 内 側 か ら レ セ プ タ ク ル の 外 周 に ナ ッ ト を ね じ 込 み 、 こ の ナ ッ
ト と 上 記 フ ラ ン ジ ３ ３ で 筐 体 の 外 壁 を 挟 み 込 む 、 な ど の 手 段 に よ り 筐 体 ３ ８ に 固 定 さ れ る
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。 レ セ プ タ ク ル ３ ０ は 、 フ ラ ン ジ ３ ３ 形 成 端 と は 反 対 側 が 底 部 と な っ て い て 、 底 部 に は 絶
縁 体 か ら な る 比 較 的 厚 さ 寸 法 の 大 き い 底 板 ３ ２ が 、 嵌 合 、 ね じ 込 み 、 そ の 他 適 宜 の 手 段 に
よ っ て 固 定 さ れ て い る 。 底 板 ３ ２ に は ３ 本 の ピ ン が 底 板 ３ ２ を 厚 さ 方 向 に 貫 通 し て 埋 め 込
ま れ 固 定 さ れ 、 上 記 各 ピ ン を 電 気 的 に 一 体 の 接 続 端 子 ４ ２ が 上 記 底 板 ３ ２ か ら 外 方 に 伸 び
て い る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 図 ６ 】
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